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1.は じ め に

親鷲(1173-1262)を 宗 祖 とす る浄土真宗に於 け る歴史的反 省及 びその述 作は,本 願寺

三世覚如(1270-1351)に よ る宗祖親驚の伝記研究(「 報恩講私記」,「 親鷺伝絵」,「 口

伝 妙」等)に は じま り,8世 蓮 如(1415-1499)の 生 涯 を,そ の子実悟(1492-1583)に

よ って回顧記録 された ことが これにつ ぎ,つ づいて蓮如の孫顕誓(1499-1570)に よ り,

永 禄11年(1568)「 反古裏 書」が撰 せ られて,こ こには じめて通史的述作 を得 た.も っと

もこれは本願 寺の歴史が中心で,8世 蓮 如,9世 実 如(1458-1525)10世 証 如(1516-

1554)11世 顕 如(1543-1592)に,や や詳 細ではあ るが,全 体 と して簡略,本 格的な編述

とはな しがたい.江 戸 時代 に入 って その正徳5年(1715)良 空(1669-1733)に よ っ て

「高 田開山親鶯聖 人伝」が著 わ され,伝 と して一一応完 成 された ものが,は じめて ここに出

現 した.世 の泰平 とと もに信徒 の旧跡巡礼が盛 ん とな り,そ の機運に うなが されて,祖 伝

研究 の一 班 としての遺跡研究 が盛 ん とな り,「 据聚抄」(1700刊),「 遺 徳法輪集」(1711刊)

等 を筆頭 に,い わゆ る 「廿 四輩記」類が続 出 したが,こ れは玄智(1734-1794)編,明 和

8年(1771)刊 の 「大谷遺蹟録」で極 まった.以 上 の如 き風 潮の もとに,祖 伝,寺 伝 をふ

くむ真宗 の通史が,全 書的 なか たちを以 て成就 されたのが 「大谷本願 寺通紀」であ る.真

宗 に関す る歴史的研究 は,明 治以 前に於 て,こ れに極 ま るとい うべ きであ るが,以 下述べ

る如 き事情 で,完 全に刊行 せ られず,小 異 を もつ幾種類 かの写 本 と して伝 え られ,漸 く明

治45年 の 「大 日本佛教全書」,大 正3年 の 「真宗全 書」 中にて,そ れ ぞれ活字化 された.

写 本の異動 は,そ れ らを底本 と した この二本 に直 にあ らわれてい る.特 にひろ く普 及 して

い る 「大 日本仏教全書」本(以 下 「仏全本」 とい う)が,未 整理 のままであ る稿 本を以 て

して いるので,完 成本で ある 「真宗全書」本(以 下 「真全本」 とい う)其 他 と比較 して,

その書誌学的 な開 明を施 こそ うとい うので あ る.

2.著 者と本書の成立について

著者は本願寺派(西 本願寺)京 都西六条慶u寺 第七世玄智である.字 は景耀,曇 華室 と

号 した.享 保19年(1734)河 内国岡村(現 枚方市内)の 大谷派(東 本願寺)願 宗寺種哲の

息として生れ,12,3才 で西本願寺の学匠僧僕(1719-1762)の 門に入 り,や がてその推

挙によって,慶 澄寺玄誓の 嗣 となった.慶 言登寺は本山の堂職であったので,宝 暦9年

(1759)玄 誓が没すると,直 に本山に出仕,出 ては各地の別院輪番等を歴任 し,そ の問宗
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門に於ける旧事,史 的研究の とぼ しいことを遣憾 として,こ れが攻究につとめた.明 和2

年(1765)に は 「浄土真宗七高僧伝」が成 り,安 永3年(1774)に は早 くも力 篇 「考 信

録」が完成 している.同7年(1778)に は 「浄土真宗教典志」を集め,天 明3年(1783)

には 「祖門旧事紀」を出し,同4年 には,さ きにふれた良空の 「親鱒聖人正統伝」の駁論

「非正統伝」を著わしている.こ の間安永3年 より4年 にわた り所謂宗名事件(浄 土真宗

を一向宗とい う俗称を以て扱われることの訂正を幕府に訴える)に 関与 し,そ のための著

述(蕩 憲策,逐 窮策)も 行なっている.

本書については,巻2及 巻4の 奥書によれば,安 永8年(1779),紀 州鷺森別院にある
　 　

とき,さ きに完成 した 「真宗七祖伝」につぎ,覚 如,蓮 如,の 三師伝を草 してい

たところ,天 明4年(1784)正 月,本 山の実録の編修を命ぜ られた.そ こでこの三祖伝を

本 として,翌5年 「歴世宗主伝」4巻 を完成 した.こ れは同8年 に公刊 したが(「 大谷宗

主伝」,「 大谷諸宗主伝」,「 大谷本願寺宗主伝」 「通紀浄土真宗大谷宗主伝」の四種の

刊本がある),以 後これにっづけて 「労附諸伝」 「支派諸伝」 「諸弟略伝」 「廟堂規制」

「法宝品数」 「別院縁由」 「法事例式」 「公私交書」 「僧階次序」 「諸山綱略」 「吉水門

i」 の十二類 ト五巻を寛政3年(1791)に 成稿 したとい う.な お先の新刊 の 「宗 主 伝」

は,天 明8年(1788)新 門主文如(西 本願寺18世)に 献ぜられたが,翌 寛政元年に命下っ

てその流布をとどめしめられた.そ してそれと前後 してその職 も免ぜ られている.こ の問

の事情は明かでないが,恐 らく「宗主伝」中の記事が忌誰にふれたのであろう.少 くとも

東西分派に関す る筆致は,問 題になるものをふ くんでいる.本 書が全巻の公刊をみなかっ

たのも,こ の事実が関係 していると考えられるのである.

このことあってより一転,筆 を宗史研究より教理の方面にむけ,一 宗の根本書である親
x,の主著 「教行信証」の註釈に力をつ くし

,寛 政4年(1792)に 至って 「教行 信 証 光 融

録」40巻 を大成 した.考 証該博,義 理透徹,同 書註釈中の白眉と称 されている.そ して同

6年10月,61才 を以て残 したのであった.後 嗣全からず,生 涯の述作23部101巻,多 く散

逸 して伝わらず,梓 行現流す るものそのうちの十数部にすぎない状況である.

3.諸 本 の 概 要

本書の写本には,ま ず自筆校本と考えられるものが龍谷大学図書館にある.こ れはもと

門主の文庫であった写字台文庫に伝えられていた もので,「 真全本」はこれを以て底本と

している.十 二類,十 五冊 よりな り,最 も整 った形態をもってい る.な お龍大図書館は今

一本蔵 し,そ れは十二冊に調巻 されてお り,「 仏全本」はこれを底本としている.と ころ

がその内容は別掲の如 く巻序,篇 目が整わず,い ささか混乱 し,前 後一貫 しな い.即 ち

「浄土真宗大谷伝灯労附伝」と 「吉水門下分流」の2篇 は巻次を欠 き.「 諸弟略伝」 「仏

事諸式」は,場 所を異にして共に巻7と な し,「 廟堂規制」 「公私文書」 「諸弟略伝近世

学侶部」は,別 にそれぞれ巻8と する.そ して 「別院縁由」 「諸山綱略」 も同様なかたち

でともに巻10と している.同 じく別掲の東京大学本,大 谷大学本がそれぞれ十巻に,旧 写

字台文庫本即ち真全本が十五巻に調巻 され,一 応巻序整備されているのに比せば,い かに

も無雑作に順序を考えずまとめられたかちである.恐 らくは撰者残後,慶 澄寺よりその稿

本を前後なく,一 括して学林文庫(現 龍大図書館)に 納入された,そ れをそのまま調巻 し

て伝えられたのであろう.こ のことは撰者の自筆本が十五巻本として,写 字台文庫に存在

していたことで知 られる.そ れは撰者の献納にかか ると考えられるからである.

この外写本としては,さ きにふれた東京大学,大 谷大学以外に西尾市立岩瀬文庫,お 茶
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の水図書館成笹堂文庫,天 理大学にそれぞれ蔵されている.こ れらのうちで主 となるもの

は・東京大学本・大谷大学本であ り,そ れぞれ十巻本である.以 下この二本 とさきの 「仏

全本」,「 真全本」を表示すれば次の如 くである.
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以上の うち,「 仏全本」は10巻 と数えられ,同 書刊行時の月報には,13冊 とす るが,底

本 となった龍大本は12冊 であ り,そ の最後の 「諸弟略伝近世学侶部」巻8の1冊 は存在 し

ない.思 うに龍大本12冊 に 「仏全本」編集の際,自 筆本の 「近世学侶部」巻8を 加えて13

冊 としたのであろう.巻8と あることが これを証する.

さて四本比較すれば,ま ず最初に順序だてられたのが東大本であり,つ いで谷大本,そ

して一応最後的なものとして出来上 ったのが,「 真全本」即ち旧写字台文庫本であること

がわか る.つ まり東大本では,「 諸弟略伝」が存在せず,「 廟堂規制」と 「別院縁由」 と

が合 して殿堂別院記 として一巻とされている.谷 大本は 「真全本」に近いが,第3巻 に巻
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の字のみ あって3の 字 をみない.ま た 「近世学 侶部」に巻8と あ る.こ の巻8は,明 かに

「真全本」の巻8で,あ とか ら 「親弟部」の次に加 え られ た もので あろ う.従 って谷大本

が10巻 と して順序 だて られ たその時に は,こ れ は入 っていなか った と考 え られ る.

以 上の如 くに して 「仏全本」 は,そ れ らの素材 となった各章が,順 序 な くま とめ られ た

とせね ばならない し,最 後の 「近世学 侶部」 は底本に はないが,そ の存在 を み と め て,

「巻8」 の数 と共に,「 真全本」或 は谷大本 よ り,「 仏全本」編集 の際に転載挿入 され た

と思 われ るので あ る.

4.内 容

その内容を 「真全本」によって略説すれば次の如 くである.巻1よ り巻4ま での 「宗主

伝」は,宗 祖親鷲より17世法如までの各伝歴並びにその子孫を記し,僅 かに新門主文如に

ふれてい る.法 如の項に於いて 「仏全本」には十数頁の脱落がある.「 労附法冑諸伝」で

は親鷲の末女で,本 願寺の原つ く本廟の創立者である覚信尼以 ド善鷺,覚 恵,唯 善,存 覚

等より第16世 湛如の弟静如に至 る世代に入 らぬが重要な存在である16人の略 伝 を の せ,

「労門略伝」は,西 本願寺以外の真宗諸本山の略述であ り,「 諸弟略伝親弟部」は,親 驚

の直弟子 と考えられる39人にっいて述べ,加 えて消息等にみえるもの,其 他所謂六老僧,

関東七 ケ寺,そ して廿四輩等の名位をつらね る.な おこのあとに甲斐万福寺本の 「門侶交

名帳」をのせるが,ノ調知の如 くこれは現に万櫃寺に存在せず,本 書によってのみこれをみ

ることが出来 るもの・ところがこれを 「仏全本」はのせていないのである.「 近 世 学 侶

部」は・本願寺派における近世の学僧河内光 善寺准玄以下27人 の略歴,そ れに 奇 跡 伝2

人・祥異伝1人,法 冠1人 の各伝と,下 問家系図を附載する.次 の 「廟堂営構,霊 宝品

数・大谷廟墳」で・その中の 「廟堂営構」 と 「大谷廟墳」は,「仏全本」では 「廟堂規制」

となってお り・本寺の諸堂や大谷の祖廟の沿革 と現状を略述する.そ して 「霊宝品数」は

「仏全本」では 「法宝品数」 となっており,親 驚の根本画像である鏡御影,安 城御影以下

の法宝の目録とその略解である.「 別院縁由」では,西 由,北 山,津 村,堺,鷺 森,築

地・吉崎等の諸別院について述べ,「 法事諸式」で,本 願寺における仏事法要の次第を記

し・ 「公私文書」は・宗祖以下歴代の公私の文書を採録する.そ の最初に親簿の 「いや女

譲状」があげられるが,正 しいものは異本云 としてあとにあげ,本 文は 「ユツリワタスコ

ト」 と標 し,祖 師真像を覚信尼に附属す るの書 とこれを改筆曲解 している.次 の 「僧階次

序」は・寺格・堂班・僧位等の説明である.「 諸山綱略」は,当 時行われていた大徳寺某

僧の著述をもととして・東大・興福以下21本 寺,三 論宗以下16宗,諸 門跡,比 丘尼御所等

の沿革を略説 したもの.最 後の 「吉水門 ド支流」は,法 然門下の支流として,大 谷,西

山・鎮西・長楽寺・九品寺の五流をあげるとともに,聖 覚,信 空以下の門下諸弟子の略伝

と・ 「七箇条制誠」の署名をのせている.順 序 としてはこれと前の諸山綱略とが入れかわ

った方がよいと考えられる.

以上,本 書は直接間接に本願寺に関す る万般の事実が網羅されてお り,全 体を もって通

史的な意義を果たすが・むしろ全書的存在 となすべ きであろう.考 証は大凡該博に して綿

密で・近世における宗門最高の雄篇である.も とよ り今 日に於ては,種 々議せられるもの

なしとしないが・以来今 口まで真宗史研究の基礎的な交献 として,斯 学の発展に大 きく寄

与 した点は認められねばならぬ.た だ本書の成立が前述の如 くであるため,諸 本における

章節の配分・ 叙述の多少・ 字句の異動等一々あげるにたえない.即 ち一応完成本である

「真全本」により・なお諸本を常にこれに参照す る必要があると考えられるのである.
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註

○巻2,奥 書

安永八年己亥三月,始 草高祖及覚蓮二師傅以継真宗七祖伝之後,経 五年天明四年甲辰閏正月廿

二日,承 命撰纂本山実録,因 原於旧藁撰大谷歴世宗主傅四巻,以 為其本,五 年乙己八月五 日.卒。

業,七 年丁未九月十三日官府許鏡鎮弘通,八 年戊申十…月以来校刻,次 第就緒,聯 著傅灯功烈,

以擬'報徳一端爾

九年巴酉正月七日洛都慶誰寺玄智策耀謹識

○巻四ノ奥

吾門乏紀傅,旧 事殆不可考,不 肖嘗有憾干戴,躬 不自擶,窃 有撰纂之志,明 和二年五月,撰 真

宗七祖伝三巻,刻 之,安 永八年三月草高祖及覚蓮二師伝,以 続其後,天 明四年閏正月二十二 日,

不図承編修本山実録之命,是 博訪旧紀,集 而大成,以 旧藁為本,著 大谷歴世宗主伝四巻,尋 及脅

附諸伝,支 流諸伝,諸 弟略伝,廟 堂規制,法 宝品教,別 院縁由,法 事例式,公 私文書,僧 階次

序,諸 山綱略,吉 水門商諸部,類 聚f二,巻 分十五,合 題大谷本願寺通紀,碓 爾見聞狭阻漏開尚

多,翼 有力之士,修 之補之,以 為一家之言焉

寛政三年辛亥七月

慶言登f:,f一玄智景耀識

Summary

ThecompilerGenchi,affiliatedtotheSh111sl1UHonganjiSchool,isthe

seventhpatriarchoftheKeish6jiTemple,locatedatNishi-roku・jo,Kyoto.

Thischronicleisnotmerelythefirsthistoryofitskind,butalsoentitled

toanencyclopediainasensethatitreferstovariousaspectsandtopics

inawideperspective.Theoriginalmanuscriptvolumesareofthetwo

kinds,thetenarlclthefifteenvolumes.Apartofthefirstchapter"Rekisei

SoshuDen"(Historyofthesucceccivepatriarchs)wasoncepublished,while

theotherpartsarekeptinmanuscriptshithertounpublished.

TheseMss.volumeshavebeencopiedwithvarioushands.Thevarious

copsesare:

A‐fromthelibraryoftheRyukokuUniversity.PublishedintheDainihon-

Bukkyo-Zensho,1912.

B‐fromthelibraryoftheRhukokuUniversity.PublishedintheShinsh%i-

Zensho,1914.

C‐fromtheUniversityofTokyoLibrary.

D‐fromthelibraryoftheOtaniUniversity.

EachMss.isdifferentwiththedate,beingslightlymodifiedwithitssystem

andcontent.Mss.AisacompilationoftheincompleteMss.,andconfused

inchaptersandsections.

Inconclusion,atfirsttheMss.Lhasbeencompiled,followedbythe

Mss.D.TheMss.B,writtenbytheauthorhimself,hasfinallybeenbrought

tocompletioninapt・esentform.


